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週間マーケット展望（3 月 4 日 ～ 3 月 8 日） 2024 年 第 9 号 
 

ドル/円 (始値 150.44  高値 150.85  安値 149.21  終値 150.11 

 

2/26 の東京市場での 150 円台半ば付近を中心に堅調な値動きを続け、低調となった米 2 年/5

年債入札を受けて 150 円 84 銭へ上昇。一方、2/27 には 1 月全国消費者物価指数が市場予想を

上回り 150 円 08 銭へ反落したものの、ボウマン FRB 理事のタカ派寄りの見解を受けて 150円台半

ばを回復。さらに、2/28 発表の米 10-12 月期 GDP（改定値）が速報値から下方修正したのに対し、

個人消費支出が上昇修正されたことから 150円 85銭へ上昇。しかし、2/29に神田財務官が急速な

円安を牽制したほか、日銀の高田審議委員が金融政策正常化に前向きな見解を示したこと、さらに

米 1 月 PCE コアデフレーターが市場予想通りに留まり、FRB の利下げ先送り観測の後退を受けた

ポジション調整に押され 149円 21銭へ急落。それでも月末のロンドンフィキシングに向けたドル買い

とともに 150 円台を回復すると、3/1 には植田日銀総裁が 2％の物価安定目標の実現に懐疑的見

解を示したことから 150 円 72 銭へ反発。しかしながら、米 2 月 ISM 製造業景気指数の下振れを受

けた長期金利の低下とともに 150 円 06 銭へ反落し 150 円 11 銭で取引を終えました。 
 

 2/13 の 150 円 89 銭が目先の高値として意識される一方、3/1 のシカゴ日経平均先物が 40,220

円で取引を終えたことから週明け 4 日の日経平均株価も 4 万円を上回ると思われ、日足・転換線

（150 円 02 銭）を下値支持線として堅調な値動きが予想されます。また、3/5 発表の東京都区部 2

月 CPI が先週末の植田日銀総裁のハト派発言を裏付ける結果となるか注目されます。さらに、先週

発表の米経済指標は市場予想を下回る結果が相次いだものの、FRB の 6 月利下げ開始観測に影

響を及ぼすものではないと見込まれる中、3/7‐8 のパウエル FRB 議長の議会証言では、インフレ抑

制に重点を置きつつも景気とのバランスを重視し、先行きの金融政策は単月の指標の振れに過度

に反応しないとしつつ、データ次第との考えには変わりはないと従来の考えを踏襲すると見込まれま

す。それだけに 3/8の米 2月雇用統計が大幅な下振れとならない限り、2/29の 149円 21銭を目先

の下値として労働市場の逼迫継続を確認すれば 151円台を回復する一段の円安進行につながると

思われます。 

 

149.00 ～ 152.00 

 

ユーロ/円(始値 162.06/1.0824 高値 163.72/1.0866 安値 161.69/1.0796 終値 162.71/1.0839) 

   

インフレ率鈍化による実質賃金の上昇や企業・消費マインドの改善など、欧州経済再加速に向けた

材料が増えつつある中、複数のECB高官が早期利下げ観測に否定的見解を展開。さらに、市場予想

を下回る米経済指標が相次いだものの、依然として欧米の景況感格差がユーロドルの上値を抑制す

る中、ユーロドルは 2/26の 1.0813 ドルを安値に 2/27の 1.0866 ドルまでの反発に留まる上値の重い

値動きを継続。その後の米 10‐12月期GDP（改定値）が速報値から下方修正されたほか、米 1月 PCE

コアデフレーターが FRBの早期利下げ観測を後退させる結果にならなかったものの、2/28の 1.0796

ドルへ下落して以降、3/1まで 3日連続で 1.0800ドルを下回るなど上値の重さが意識され 1.0839ドル

で取引を終えました。また、ユーロ円は 2/26の 163円 72銭を高値にユーロドルの上値の重さとともに

連日で上値を切り下げ、2/29にドル円が 149円 21銭へ下落した場面では 161円 69銭へ下落。その

後、3/１には植田日銀総裁のハト派発言を受けたドル円の反発や株高によるリスク選好に支えられ

163円 01銭へ反発し 162円 71銭で取引を終えました。 
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ユーロドルは 2/22の 1.0888 ドル、2/27の 1.0866 ドルなど 1.08 ドル台後半からの上値の重さが意

識される一方、日足・転換線（1.0795 ドル）を下値支持線する 1.08 ドル台前半から半ばを中心としたレ

ンジから上下いずれに放れるか焦点となります。2/1発表のユーロ圏 2月 CPIは前年比+2.6％と 1月

（+2.8％）から鈍化した中、3/5発表のドイツやユーロ圏 2月製造業/サービス業 PMIを受けて、据え置

きが確実視される 3/7の ECB理事会でインフレ及び景気見通しのほか、3/8発表のユーロ圏 10-12

月期 GDP(改定値)や米 2月雇用統計の反応が注目されます。また、ユーロ円は日足・転換線（162円

70銭）を下値支持線として 2/26の 163円 72銭を上抜け昨年 11/16の 164円 30銭を回復するか、

あるいは転換線を上値抵抗線として 2/29の安値（161円 69銭）を下抜け基準線（160円 90銭）を目指

して下落するか上値/下値メドとして注目されます。そのため、3/5発表の東京都区部 2月 CPIを受け

たドル円の反応、さらにはユーロドルの動向が注目されます。 

 

161.00 ～ 164.00 

 

ポンド/円(始値 190.80/1.2678 高値 191.32/1.2700 安値 189.05/1.2600 終値 189.96/1.2653) 

 

ポンドドルは、2/20にベイリー英中銀総裁が利下げに前向きな見解を示した影響が残り 2/26の

1.2700 ドルを高値に日足・雲の上限（1.2701 ドル）が上値抵抗線として意識され 2/27に英中銀ラムス

デン副総裁が「インフレの持続性を示す重要な指標は依然として高水準にあり、より多くの情報が必

要」との見解にも 1.2700 ドルを前に伸び悩み、ユーロの対ドルでの上値の重さが続いたこともポンドド

ルの上値を抑制。その後、3/1の 1.2600ドルへ下落したものの、2月 ISM製造業景気指数など一連の

米経済指標が予想を下回ったことを受け 1.2664 ドルへ反発し 1.2653ドルで取引を終えました。一方、

ポンド円は 2/26の 191円 32銭を高値にポンドドルやユーロ円の下落とともに上値の重い値動きを続

け、2/29の高田日銀審議委員による金融政策正常化に前向きな姿勢を受けたドル円の 149円 21銭

への下落とともに 189円 05銭へ下落。その後、3/1にドル円が 150円台後半へ反発したことから 190

円 40銭へ反発し 189円 96銭で取引を終えました。 

 

ポンドドルは 2/2から続く日足・雲の上限（1.2698 ドル）を上値抵抗線とする上値の重い値動きが続

く中、雲の上限を上抜け 2/22の高値（1.2709 ドル）を回復するか、あるいは雲の下限（1.2600 ドル）を

下抜け、三役逆転を確認し 2/5の安値（1.2518 ドル）を目指して下落基調を加速させるか上値/下値メ

ドとして注目されます。しかし、英国の経済指標は 3/5、3/6発表の 2月サービス業 PMIや建設業 PMI

のほか、為替市場への影響力は限られることから 3/7の ECB理事会、3/7-8のパウエル FRB議長の

議会証言や 3/8の米 2月雇用統計の結果と反応が注目されます。また、ポンド円は日足・転換線（150

円 15銭）を下値支持線として 2/26の 191円 32銭を上回り、2015年 8月以来の 195円台を目指すの

か、あるいは転換線を上値抵抗線として 2/29の安値（189円 05銭）を下抜け、基準線（188円 27銭）

を目指して下落基調を加速させるか注目されます。そのため、3/5発表の東京都区部 2月 CPIを受け

た 3月 18-19の日銀政策決定会合に向けた思惑や 3/8の米 2月雇用統計が注目されます。 

 

188.50 ～ 192.50 

 

豪ドル/円 (始値 98.64 高値 98.83  安値 97.35  終値 97.96) 

 

2/26 の 98 円 83 銭を高値に 2/23 に付けた 2014 年 12 月以来の 99 円 06 銭を前に伸び悩んだも

のの 2/29の NZ中銀政策委員会を前に一部からの利上げ観測や現状維持を決めた場合でも声明は

タカ派寄りになるとの思惑とともにNZ円の堅調地合いやドル円の 150円台前半から半ばでの値動きに
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サポートされ 2/27 も 98円 21銭を安値に 98円 62銭へ反発。しかし、2/28発表の豪 1月 CPIが市場

予想を下回ったほか、NZ 中銀が政策金利を据え置き、政策金利のピーク水準を従来から下方修正し

タカ派姿勢を緩和。そのため、NZ 円の急落とともに下げ足を加速。さらに 2/29 には日銀の高田審議

委員が金融政策正常化に前向きな姿勢を示したことから円が全面高となり 97 円 35 銭まで下落。その

後、3/1の植田日銀総裁のハト派発言を受けてドル円が 150円台後半へ持ち直したほか、米 2月 ISM

製造業景気指数の下振れを受けた対ドルでの上昇とともに 98円 08銭へ反発し 97円 96銭で取引を

終えました。 

 

2/23の 99円 06銭が当面の上値メドとして意識される中、先週 2/28から続く日足・転換線（98円 18

銭）を上値抵抗線、基準線（97円 28銭）を下値支持線とするレンジから上下いずれに放れるか注目さ

れます。そのため、①3/5発表の東京都区部 2月 CPIの結果とドル円の反応 ②3/6発表の豪 10‐12

月期 GDPや 3/7の豪 1月貿易収支及び中国 2月貿易収支に対する反応 ③3/8発表の米 2月雇

用統計に対する豪ドルやドル円の反応が焦点となります。豪中銀が年内の成長率見通しを下方修正

する中、GDPや貿易収支が豪経済の底堅さを確認する内容となり、金利先物市場で見込まれる9月ま

での利下げ開始観測や年内の 0.50%の利下げを約 8割程度との見通しが変更されるか注目されます。 

 

96.00 ～ 99.00 

 

南アフリカ・ランド/円 (始値 7.76 高値 7.88  安値 7.76  終値 7.86) 

 

2/21のゴドングワナ財務相による予算演説が期待外だったこと、5/29に予定される総選挙で、ラマ

ポーザ大統領率いる与党アフリカ民族会議（ANC）の苦戦が予想されていることを受けた 2/26の 7円

76銭を安値に 2/27には対ドルで堅調に推移したほか、南ア主要産品の金やプラチナの上昇とともに

も 7円 88銭へ反発。2/28には上海株や NY株が軟調に推移すると共に、南ア株が続落したほか、

2/29発表の 1月貿易収支の赤字が拡大したほかドル円が 149円 21銭へ急落したことから 7円 76銭

へ反落。しかし 3/1発表の 2月製造業 PMIや国内自動車販売が市場予想を上回ったほか、ドル円が

150円台後半へ上昇したことから 7円 86銭へ反発して取引を終えました。 

 

日足・転換線/基準線（いずれも 7円 87銭）が上値抵抗線として意識される一方、200日移動平均

線（7円77銭）を下値支持線とする小幅な値動きが続く中、上下いずれに放れるか注目されます。その

ため、3/5発表の東京都区部 2月 CPIに対するドル円の反応に加え、南ア 2月全体 PMIや 10‐12月

期 GDP、さらに 3/6発表の 2月企業景況が南ア経済の先行き懸念を高める結果となるか注目されま

す。そのほか、南ア最大の貿易相手国である 3/5の中国 2月財新サービス業 PMI、3/7発表の 2月貿

易収支が中国経済の減速懸念を緩和させることにつながるか、また、FRBの早期利下げ観測の行方

を占う指標として注目される 3/8発表の米 2月雇用統計を受けた対ドルでの反応も合わせて注目され

ます。 

 

7.55 ～ 7.95 

 
提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に加工する

こと、複写もしくは加工したものを第三者に譲渡、または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりますが、その内容を

保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。
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